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ポポフ (POPOF ) はポレポレ基金 ( Polepole FoundallOn) の略称、

で、 l田2年にザイール共和国で設立されたNGO (非政府・非営利団体}

です . ït"レポレとは rぼちぼち」という意味のスワヒリ詰で、あせ

らずにゆっくりと運動の給を広げていこうという気符ちがこめられ

ています.

ポポフの自的は、ザイール東部にあるカフジ・ビエガ国立公園の

周辺で自然環演の保全、 絶滅の危僚に瀕する東ローランドゴリラの

保護、 地場録興、自然保護教育を実践することにあります.

会員はほとんど国立公園周辺に居住する地元の人々で、 調査団を

組織して土緩や動植物相の現状を調査したり、 観光客に配布するパ
ンフレ iソ トや絵はがきをつく ったつ 、 地元でエコ・ツーソズムを縫

進するための活動をしています.

こういったポポフの活動を支怨するために.日本支部ではカフジ
.ビエガ国立公園や東ローランドを紹介するパンフレットや絵はが

きをを作成して販売し、展示会、 調布員会を聞いて寄付金を募り、現

地で必要な物品を餓入する資金にあてています. また、民芸品を作
成する技術やアイデア‘自然保護教育のための教材を提供したりし
ています. 日本ではまだポポフの会員を募集するまて'には至ってい

ませんが、将来日本からも人材を派遣してより国際的な活動ができ
るようにしていきたいと思っています.

ポポフニュースは、 厳近のポポフの活動を紹介し、今までに日本

でき真められた資金がどのような活動に使われたかを報告するニュー

ス・レターです. 現地の人々やゴリラの近況についても報告してい

こうと思います. また、ポポフが創作したポポフグッズや絵はがき
の底究についても紹介いたしますので、お知り合いで興味のある方
にもぜひ伝えていただきたいと願っています.

活動報告
日本での活動

1996年 5 月 1 8 日

f動物園ゼミナールー森の巨人・ゴリラ 」 上野動物園 (東京 }

講演 : r 野生ゴリラの生慾と保護」
山儀舟ー(京都大学盤長銀研究所)

デヴイツ ド ・ビシームワ菌

1 996 年 6 月一 7 月

「アフリカ・フェア」ヘポポフ・グッズ出店主

ウィルあいち、風. s ( 名古屋 )

1 996 年 7 月 23 日-28 日

「ザイ ールのアートとポポフ J 展 柳町画廊 (京総 }

7 月 28 日
鴻演: r ゴリラの森に暮らすJ 堺町画廊 (京都 )

山極好一 (京都大学盤長類研究所 )

rザイールの伝統社会と自然保護 J

パサボセ・カニュニ ( ザイ ール中央科学研究所)
J 9 9 6 年 8 月 1 2 日ー 1 8 日

国際霊長顛学会 ウィスコンシン大 (米国 )
発表: r 東ローランドゴリラの保護の展望J

山優秀子一{京都大学霊長銀研究所}

「 東ローランドゴリラの保護政策と実状」

マンコト ・マ・オイセ ンズウ(サ'イール自然保護局 )
1 996 年 9 月 2 0 日

次世代の動物園を考える会 フロイデ(犬山 )
講演 r ゴリラの保護と人々の暮らし」

山径美子一 (京都大学軍長銀研究所 )
1 997 年 2 月 1 1 日一 3 月 1 5 日

「ゴリラのすむ付」展 上野動物園

イトーカヨー・コーポレーションが、 阪売するゴリ ラのぬいぐるみ
が一つ売れる毎に 1 :米ドルをポポフに寄付してくれることになって
います. ポポフとしてはこの販売にポポフのマークを使用すること
を了承しています.

名古屋の風. sや京都のクレヱなど 、 .r..r.フの主旨に賛同していた
だいたいくつかのお店にポポフ・グッズを置かしていただき、餐託
販売をしています.



ゴリラの生息数調査
山径芳一

カフジ・ピエガ国立公閣は約6000km'の広さをもち、全媛に

ゴリラが生息しています.そのうち係諸 1800m以上のÚJft!!称は

約 600km'で、 1970 年代の終わりと 199 0年代のはじめに

ゴリラの生息数調査が行われており、ゴリラの数がかなり正確にわ

かっています.これらの;己録によると. 1979 年には 223 頭、

1 990 年には 2 5 8 iJ{のゴリラが数えられています. 1 980年
代に入ってからのゴリラの保護政策が劾を奏し、ゴリラが絶滅の危

彼さと践して しだいにt曾え始めた兆候が見てとれます.

しかし、 199 4 年に隣国ルワンダで内戦が起こり、多数の簸民

がこの国立公閣の周辺に住み精くようになりました.薪をとりに公

閣内に侵入したり、ワナをかけたつ家苔に草を食べさせに入ってく

る人々が急憎しました.ゴリラと人間や家畜が接触する級会が唱え、
病気に感染するゴリラもmえたと考えられます.

そこで、昨年6 月と 7 月に再度生息数調査を行ってゴリラの分布

と生息数を確かめ . その結果に応じて新たな保護の対策をfr_てよう

ということになったのです. WC  Sの呼びかけに応じて私たちはザ

イール、アメリカ、日本の合同チームをつくり、ドイツの技術t~助

のもとに調査を尖縫することができました.日本からは私の他に‘
京館大学霊長期研究所の大学院生般原併さんが参加しました.私た

ちは 3 つから 4 つのチームに分かれ、 600km含の地援を 1 0 日か

ら 2 週間で踏破できる絶滅に分割し、チーム同士が無線で逮絡を取

り合いながらゴリラの新しい寝均所を探して歩き回りました.ゴリ
ラは乳;;:れをする年齢になると、毎晩ベッドをつくって躍るように

なります.ベッドには必ず体絡に対応した大きさのフンが残されて

いるので、ぺ''1ドの数とフンの大きさを計れば‘乳飲み子を除くゴ

リラの~れの御成が縫定できるというわけです.

調査の結果は現在分析中ではっきりしたことは言えませんが、 1

990与の頃と比べてゴリラの生息放は少し減少しているようです.

集団の数はほとんど変わっていないので、この 6年間でゴリラの死

亡数が出生数を上回ったことになります.手Lはちょっと気になるゴ

リラのおれを発見しました.それは 1 1 (聞のベッドからなる野れで

この大きさの惚れなら当然たくさんの子供がいるはずなのに、全く

小さな子供のフンが設場所に見当たらなかったのです. 2 日続けて

新しい主主場所を調査していますから、見穏とすはずはありません.

ひょっとしたら、伝染病か事故で子供たちが全滅してしまったのか

もしれません. このあたりにゴリラの天敵のヒョウは生息していな

いので、事故ならば人間による可能性が高いでしょう.

さらに、 1 9 90:手に比べてゴリラの生息する貨聞がずっと狭ま
っているという印象を受けました. 9 01手にもゴリラは保護の手が

行き届いている公園の中心部に集中して分布する傾向がありました

が、今回はそれがもっと頴幸子で、低地へとつながる回邸付近には全

くゴリラの痕跡が見られなくなりました.同時に調査したチンパン

ジーやゾウも、やはり頻繁に俊入してくる人々や家蓄を避けて生息

媛を縮めていました. 1 970 年代には、フクロウグエノンという

サルの声がどこでも聞けたものです.このサルはずイ ール東部の固

有償で鼻筋が白く、 「オオーン J という独符な低い声でなきます.

今回の調査ではめったに戸を聞けず‘ついに姿を見ることもできま

せんでした . ここ数年で:色滋にttを減らしていると推測されます.

公閣内には以前にも噌して多くのワナや焚き火の後が見つかっ、だ

んだんこの公閣が動物たちに住み熊い世界になっていると思われた

のです.

昨年末に起こったザイール紛争で、ゴリラをはじめとする野生動

物はさらに深刻な危倹に直面しました.せっかく人間に馴れて、観

光客の訪問を受け入れはじめたゴリラたちも、森へ逃げ込んだ人々
に狩り立てられ、追い立てられて傷ついているかもしれません.人

間不信になったゴリラも多いことでしょう. 政情が安定化したら 、

ただちにゴリラの生Q，U!1~~そを再開し、現状を調べなければなりま

せん.その時、まだ人間と共存できるブリラがいることを願わずに

はいられません.

ポポフ.ゲツ夫
通信販売のお知らせ

:r.:r.フ日本支部では、ポポフの会員が作成したポポフ・グッズを

見耳元して、その売上を現地の活動資金に寄付しています.今回は昨

年起こった内戦のためにポポフの本部と連絡がとれず‘飯売できる

ポポフ・グッズは、絵はがきセ''1ト( 7枚組、 3枚組}とゴリラの

ペンダント、キーホルダーに限られてしまいました.ごも主力いただ

ける方は、鈎便局で脅色の綴り込み用紙に口座番号 :00810 ・ 1
・ 90217 、加入者名:ポレポレ基金と記入した上で、ご希望の品

名を醤き込み、該当する金額をお綴り込み下さい.折り返し、グッ

ズをお送りいたします.

ポポフ絵はがきセット( 7 枚組) 600 円

( 3 枚組) 380 円

東ローランドゴリ ラ ・ベンダント 2200 円

キーホルダー 2200 円

連絡先:干4倒犬山市t善野地大時 178・44

京大聡員宿舎243

山径好一方

ポポフ日本支部

\、、

/ ダ
、
\

j寸
\

J
-
q
K
1
/
)
レ

〆

Ft
/

g
i

唱 POlEPOlE 
FOUND白TION

/ 
,

F' 

/

/

¥

 

‘一ー一ー一一一ーー-一 ーー ，一ー

P 
、、

A タイプ B タイプ



東ザイール、と くにカフジ・ピエガ目立公園周辺の人と自然の現況

パサボセ ・ カニ ュニ

,. . l.υ7 ・\‘ J 、

ー ・ 2・シ ・ マ-、~.: ...ζ守町

ザイーJl- は生杓の多t聖位{こ53む回として.世界でtまも重要な国の~..~'-""，'，.勺. , 呼了-y?A.;

ーっとされています. アフリカの然保F例外の半分以上がサ'イ ールに ,..: ;'... AH";;:'- 合、る

あっ.なかてもザイール東部はゴリラやオカピなど特異な動物倒を ..!.� ... ._=-::込3
2寄っています.カフジ-ビエガ国立公閣は、 絶滅の危機に謝する東

ローランドゴリラの遊先林となっている 、 起伏に富む山l也林を保護

しているのです.

国立公閣の設立は、同時にこの応体で生活のすべての績を得てい

た人々(ムプティ人)を追い出す結栄となりま した. 以来、これら

の人々は臼分たちの生きる権利を暴力によって剥奪されたと見なす

ようになりました . また、公園周辺て' 9:らしてきた他の人々も、公

園の設立によって深て'薪を採集 したつ f殺をしたりする当然の権利を

侵害されたと Z-えるようになっました.

これらの と・えをもっ人々と守られるべき臼然との関係をどう変え

ていくかが‘ 197 0年の公園設立以来、ザイ ール自然保護局の大

きな課題となったのです.公園当局は毎日監税員を派遣して森をパ

トロールし、不法に位入した人々や家予言を公聞から出す努力を重ね

てきま した.しかし、不幸なことに地元の人々は公園の存在をなか

なか認めよ うとはせず、相変わらず野生動物を狩り続けました.保

護地岐をおめないという人々の態度は . It向、人口密度の地大、土

地の疲弊という第3世界の悩みがこの地i或でも深刻化することによ

って-1f4強聞になっていったのです. この地l戒は苦から艇よ くな土

地と して知られ 、 多くの人たちが蒋{主してきて祭料に錆を出 してき

た医災をもっています.しかし、現在の人口はすでに l 平方kmあ

たり 3 00人を経えており、土地ιL う i盤作が不可能なほどやせて

しまっています.こ こ数年、多くの人々は飢餓に苦しんでいるので

す.

ζの行さ訴まった状況を打開しよ うとして組織されたのが、 ;~~

フと呼ばれる N GOでした . ポポフの主たる 11的は、公聞の周辺に

生きる人々が協力して何とか自然資源を破鳩せずに笠かに生きる ill

を見つける ζ とにあり ました.その一つの象徴的存在が、この地般
の人々のアイドルとなっつつあったゴリラだったのです.

~;'t~フのメンバーは、ょの目的を述成するために保護の方策は必
ず地凶の発展を視野に入れる:ければならないと宣誓えました.以来 .

ポポフはさまぎまな方法で、地域の発展と保護を両立させる取り組

みに挑んできました. まず、~ポフは民芸品を共同制作するニとで

多くの人々とのフ ォー ラムを実現させま した.ゴリラを紫材にした

手作りのTシセ・ツ.彫刻、ペンダント.ワッペン、絵はがきを作る

ことで人々のゴリラへの関心を引き出し、そこから8然保護の必要
性を普及しようとしたのです.この活動に参加した多く の人々は、

ゴリラが暮らしている自然に強い関心を示し、それが自分たち人聞

の暮らしにも直結していること、 笠かな自然の存在が土地の人聞に

とってかけがえのない ものであること を強く認識するよ うになりま

した.そして、土地の伝統の香りをのせた民芸品が売れるこ とで、
自分の手による制作物が他の世界に紹介されることで、自分の生き

る世界の広がりをもう一度見つめ直すようになったのです.

後念なことに‘昨年 1 0 月に起こ った地峻紛争のためにポポフの
計衝は中断を余儀なくされています.その不幸な結果として.公園

内では密猟や森林の伐採が相次いでいます. 反政府軍の役攻によっ

て、 ~万人の地元の人々や鐙民たちが一斉に公園内に逃げ込み、 ft

Iな自然資源を絡み荒らすことになりました.

今は一日も阜くこの地1&に平和がも どり、人々が安全に暮らせる

日が再ひ'やってくることを願ってやみません . 自然保護に|剣心のあ

る国際組織にこの地岐をまk う 重要性と緊急性を訴え、ポポフがこれ
まで行ってきた努力を無にすることのないよう働きかけていこうと

思っています.
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